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１．淡海の川づくりフォーラムの概要

淡海の川づくりフォーラムでは、“川やびわ湖、水辺と共生する暮らし”、“川やびわ湖、水

辺と私たちのいい関係”を探るため、公開選考方式のワークショップを通じて、川やびわ湖、水

辺にまつわる活動を実践されている皆さんとともに議論を深めます。 

 

⚫ 日時 ： 令和５年（2023年）10月 22日(日) 10:00～16:30 

       ※第 15回淡海の川づくりフォーラムは、令和 5年 10月 20日（金）～22日（日） 

に開催される第 31回全国川サミット in守山・琵琶湖（主催：守山市、共催：滋

賀県・淡海の川づくりフォーラム実行委員会）のプログラムの一つとして実施い

たします。 

⚫ 会場 ：ピエリホール ピエリ守山２階 

    （守山市今浜町 2620-5） 

⚫ 主催 ： 淡海の川づくりフォーラム実行委員会／滋賀県 

⚫ 共催 ： マザーレイクゴールズ推進委員会 

⚫ 後援 ： 滋賀県河港・砂防協会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
淡海の川づくりフォーラムは、マザーレイクゴールズ推進委員会

との共催事業です。 

 
 

淡海の川づくりフォーラムは、滋賀県流域治水条例第 34条に基づく県民相互

の連携の支援事業です。 
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２．大会プログラム 

 

時間 内  容 

 10:00 ○受付                                      

10:15 

❘ 

10:30 

○開会、ガイダンス  

 開会宣言を行い、その後１日の流れを説明します。 

10:30 

❘ 

11:20 

○全体発表      

 参加全団体による活動発表（発表時間各 3分） 

11:20 

❘ 

11:30 

（３テーブルに配置換え） 

11:30 

❘ 

12:20 

○テーブル選考  

1)3つのグループ（テーブル）に分かれます。 

2)発表者と選考員とで議論を深め、全体討論に推薦する“いち押し”の活動を

選考します。（テーブルごとに 2団体） 

3)ここで推薦が得られなかった団体は復活選考に進みます。 

12:20 

❘ 

12:25 

（全体形に配置換え） 

12:25 

❘ 

12:40 

○テーブル選考結果報告・推薦団体発表   

各テーブルから推薦された団体（計 6団体）を発表します。 

12:40 

❘ 

13:20 

 

○お昼休憩 

 

13:20 

❘ 

13:50 

○復活選考（ポスターセッション） 

・参加者全員で、応援したい！活動に「応援メッセージカード」を贈ります。 

13:55 

❘ 

14:00 

○復活選考の結果発表 

・復活選考から全体討論に進むのは 3団体です。 

（パネル移動・着席） 
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14:00 

❘ 

16:00 

○全体発表・全体討論 （適宜休憩をはさみます） 

1)3分間で活動内容を発表、その後質疑応答。 

2)総合コーディネーター・全体討論選考員を中心に、明日からの活動の 

参考になるような、今年いちばん“キラリと光る活動”について、 

参加者全員でさらに議論を深めていきます。 

16:00 

❘ 

16:30 

○まとめとふりかえり 

 グラフィックファシリテーション、キーワードにより、今年の淡海の川づくり

フォーラムの議論をふりかえります。 

○各賞の発表・表彰式    

1)「グランプリ」・「準グランプリ」の表彰 

2)「マザーレイクゴールズ賞」、「山紫水明賞（河港・砂防協会賞）」 

の表彰 

3)「応援の花咲いた賞」の表彰 

３．公開選考会の進め方・選考基準、表彰について 

(1) 「公開選考会」の意味 

⚫ 淡海の川づくりフォーラムは、公開選考会という仕組みを使って、“川やびわ湖、水辺と共

生する暮らし”、“川やびわ湖、水辺と私たちのいい関係”について考えることが目的で

す・・・受賞団体の選考は、手段であって目的ではありません。 

⚫ お互いの発表を聞き、選考員や参加の皆さんそれぞれの視点を通して、活動の「よいとこさ

がし」をしてください。 

⚫ 16ページから、今回参加の皆さまの活動概要を掲載しています。ページの下側に、「よい

とこ探しキーワード メモ」の欄を設けています。ぜひ、「よいとこキーワード」をメモし

て、議論に参加してください。 

⚫ 質疑応答や討論時間を使って行われる「よいとこさがし」は、“川やびわ湖、水辺と私たち

のいい関係”について考えを深める時間です。 

 

(2) 公開選考会の進め方について 

⚫ 選考会は、全体発表→テーブル選考→復活選考→全体討論(公開討論会)→表彰の順番で進め

ていきます。 

⚫ 全体発表は、参加団体が一堂に会して、日ごろの取り組みを発表します。全体発表は１団体

３分とし、質疑は行いません。 

⚫ テーブル選考は３グループ、１テーブル４または５団体に分かれ、全体発表で語りきれなか

った部分の説明や質疑を通じて、それぞれの活動について理解を深めます。発表者とテーブ

ル選考員とで議論を深め、全体討論に推薦する“イチ押し”の活動を選考します。（テーブ

ル毎に２団体） 
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⚫ 全体討論選考員、一般参加の方は、テーブル選考の時間は各テーブル間を自由に移動ができ

ます。 

⚫ テーブル選考で推薦が得られなかった団体は復活選考に進みます。復活選考では、選考員が

会場内に掲示された各団体のパネルを見て回りますので、時間内で自由に選考員に活動内容

をアピールしてください。復活選考から全体討論に進むのは３団体です。 

⚫ 全体選考に進んだ団体は、午後からの全体討論で再度発表をしていただきます。3分間で活

動内容を発表した後、4分間の質疑の時間を設けます。 

⚫ 総合コーディネーター・全体討論選考員を中心に、明日からの活動の参考になるような、今

年いちばん“キラリと光る活動”について、参加者全員でさらに議論を深めていきます。 

⚫ 選考員は、自らも発表者から情報を得たり、学んだりする姿勢を持ちながら参加者と一緒に

“川やびわ湖、水辺と私たちの共生”、“川やびわ湖、水辺と私たちのいい関係”とは何か

を探求する立場にあります。議論や選考は、後戻りや批判をすることなく、創造的に深めて

いくことを心がけてください。 

⚫ 「グラフィックファシリテーション」「ホワイトボードレコーディング」により、「リアル

タイム」で議論の「見える化」を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 選考基準 

⚫ 伝統的な文化と新しい文化が出会い融合する湖国滋賀にふさわしい“川やびわ湖、水辺と私

たちの共生”“川やびわ湖、水辺と私たちとのいい関係”を探ります。 

⚫ 内容の長所を評価する加点方式とし、短所は減点の対象としません。 

⚫ 公開選考会は、以下の４つのポイントにおいて総合評価します。 

1) 発想・着眼評価：“川やびわ湖、水辺と私たちのいい関係”をめざすための斬新な発想

や着眼、的確な視点についての評価 

例えば… 

・この発想はなかった！ 

・やれるところからやりはじめているのが、イイね！ など 
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2) 関わり評価：地域住民と水辺との豊かで良好な関わり合いについての評価 

例えば… 

・水辺が地域を元気にするね！ 

・継続は力だ！ など 

3) プロセス評価：市民・住民参加や、さまざまな分野の人たちとの協働のプロセスについ

ての評価 

例えば… 

・え、そんな人たちも参加しているんだ！ 

・その連携は面白い！ など 

4) 計画・技術評価：“川やびわ湖、水辺と私たちの共生”のために工夫された計画手法や

採用技術についての評価 

例えば… 

・そんなことが出来るんだ！ 

・すこしの工夫でずいぶん違うね～！ など 

  

(4) 復活選考（ポスターセッション） 

⚫ 会場内に、各団体の活動を１枚にまとめたポスターを掲示したブースを設置します。参加団

体はそれぞれのブースの前で参加者の皆さんに活動をＰＲしてください。 

⚫ 各団体の活動内容（ポスター）については、本プログラム P16～P47でもご覧いただけます。 

⚫ 参加者全員に「応援メッセージカード」を 2枚ずつお配りします。もっと応援メッセージを

贈りたい方のために、会場内にもカードを置いておりますのでご自由にお取りください。 

⚫ ポスターや各団体のＰＲを見て、応援したい！と思われた活動に「応援メッセージカード」

を贈りましょう！ 

⚫ 「応援メッセージカード」には一言でもメッセージを書いてください。団体の活動の励みに

なります。 
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 (5) 表彰 

【グランプリ・準グランプリ】 

⚫ 上記の選考基準により、審査する時点の流域・地域の情勢も踏まえ、“水辺と私たちの共

生”、“水辺と私たちのいい関係”のモデルとなる活動を選考します。 

⚫ 上記の選考基準により、仲間たちに希望を与える活動を選考します。 

【マザーレイクゴールズ賞】 

⚫ 上記の選考基準とは別の視点から、マザーレイクゴールズ（MLGs）の目指す、2030年の持続

可能社会の実現に向けて貢献する活動を選考します。 

⚫ テーブル選考で推薦されなかった団体も含めて、すべての参加団体が受賞の候補となりま

す。 

【山紫水明賞（河港・砂防協会賞）】 

⚫ 上記の選考基準とは別の視点から、今後の淡海のいい川づくり・いい湖づくりの(事業)推進

に向けて貢献する活動を選考します。 

⚫ テーブル選考で推薦されなかった団体も含めて、すべての参加団体が受賞の候補となりま

す。 

【応援の花咲いた賞】 

⚫ 上記の選考基準とは別に、会場内に掲載した各団体の活動内容に対して、参加者からのメッ

セージが一番多かった団体を表彰します。 

⚫ 全ての参加団体が受賞の候補となります。 

⚫ 他の賞と重複して受賞する可能性もあります。 
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４．参加団体一覧・テーブル              

テーブル グループ名 
湖沼・河川・

活動地域等 

活動内容 

テ
ー
ブ
ル
Ａ 

A-1 
玉一アクアリウ

ム 

二級河川 明

石川水系 
明石川水系の生物多様性保全活動 

A-2 
滋賀県立大学 

水利環境論 

姉川・米川・天

野川・琵琶湖 
すごろくの作成 

A-3 
未来生物学研究

所 

彦根・米原・長

浜 の河川  
環境保全活動を介した生物の種の保存と理系人材の育成 

A-4 
小さな自然再生

ネットワーク 
中の井川 

・毎月第 3日曜日に「川をあるき」を行い、水辺の生物を観
察する  

・中の井川にまつわる情報を調査・研究する。  
・周辺の人々と川を中心とした交流を深める 

A-5 琵琶湖豊穣の郷 

目田川 

守山市守山町

付近 

河川清掃、生き物調査、ホタルの幼虫放流 

テ
ー
ブ
ル
Ｂ 

B-1 
せせらぎの郷須

原 

琵琶湖、野洲

市須原地域の

水田 

生物多様性に配慮した琵琶湖と共生する米づくり「魚の

ゆりかご水田」を柱に、多様な主体と連携した 6次産業や

環境教育の取組など、琵琶湖システムとして世界農業遺

産にも認定された「せせらぎの郷 須原」の地域づくり。 

B-2 

NPO法人国際ボ

ランティア学生

協会（IVUSA） 

琵琶湖  

高島市 
子どもの環境体験学習 

B-3 
日野川流域まも

り隊 
日野川 

不法投棄の温床となっている場所を月 1 回ごみ拾いの日

を決めて日野川沿いの清掃業務を４年間続けています。  

一人から十数名に協力者が拡大できていること。 

B-4 海をつくる会 琵琶湖 全域 
ダイバーを中心に、湖底及び湖岸の清掃をしています。 

また、清掃で得られたゴミデータを県へ提供しています。 

B-5 
京都産業大学鈴

木ゼミ 

一級河川 鴨

川(淀川水系) 
三条大橋の魅力発信 

B-6 結いの里・椋川 北川 

椋川地域の自然を気に入っている人たちや椋川、熊川の

有志の人たち、そして水産学や河川工学の大学の研究者

の方たちと川の生き物調査を始めたところです。 

●全体発表はＡ－１から順番に行います。 
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テ
ー
ブ
ル
Ｃ 

C-1 
ＮＰＯ法人瀬田

川リバプレ隊 

(毎月 10日)

高橋川 (毎月

25日)西 の

湖 

草刈り、清掃。外来魚釣り。水質調査。 

C-2 
長浜まちなか地

域づくり連合会 

一 級 河 川 米

川 、長浜市市

街地 

１・川への関心を高めよう ２・川で遊ぼう ３・大学生、

高校生など、地域内外の仲間と楽しもう ４・川を美し

く、再生しよう ５・川の環境や生き物をもっと知ろう  

C-3 山内エコクラブ 
野洲川  

琵琶湖 
生き物観察会、プランクトン観察 

C-4 神山つなぐ公社 

一級河川 鮎

喰川 （吉野

川水系） 

「行こう、鮎喰川！」多世代交流と暮らしの伝承 

 私たちの活動は、神山町で取り組んでいる地方創生のプ

ロジェクト「まちを将来世代につなぐプロジェクト」とし

て取り組んでいる活動です。 

C-5 

滋賀県公園魅力

向上推進室・南

湖東岸ゆうゆう

パートナーズ 

湖岸緑地南湖

東岸 エリア 
琵琶湖岸の公園管理 

計 16団体 

５．テーブル別各団体活動位置図 
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６．テーブル選考 選考員プロフィール 

テーブル A 

（テーブル・コーディネーター 兼 選考員） 

 

竜王 みやび（りゅうおう みやび）/ 山内エコクラブ 兵庫教育大学

大学院生 

 

（選考員） 

 

 

 

清水 広行（しみず ひろゆき）ONE SLASH/RICE IS COMEDY 代表 滋

賀県 MLGs ふるさと活性化大使 

 

 
波多野 真樹（はたの まさき）／滋賀県土木交通部 理事 

 

 

北野 大輔（きたの だいすけ）／滋賀県農業技術振興センター 環境研

究部 主任技師 
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テーブル B 

（テーブル・コーディネーター 兼 選考員） 

 

武田 みゆき（たけだ みゆき）／守山市環境政策課 淡海を守る釣り

人の会 

 

（選考員） 

 

向田 直人（むかいだ なおと）／NPO 法人 淡海淡水生物研究所 

 

 

山崎 邦夫（やまざき くにお）／流域政策局 局長 

 

テーブルＣ 

（テーブル・コーディネーター 兼 選考員） 

 

辻 仁美（つじ ひとみ）／近江八幡市総合政策部企画課 主査、MLGs

案内人 
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（選考員） 

 

 

 

 

菅原 芳明（すがはら よしあき）／農政水産部 耕地課 主幹 

 

 

 

 

 

 

 

若公 崇敏（わこう たかとし）／国土交通省近畿地方整備局琵琶湖河

川事務所 事務所長 

 

７．全体討論 選考員 

 

 

 

林 博徳（はやし ひろのり）／九州大学 准教授 

 

 

吉岡 美佐子（よしおか みさこ）／草津湖岸コハクチョウを愛する

会 理事長 
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原田 守啓（はらだ もりひろ）／岐阜大学流域圏科学研究センター 

准教授 

 

 

井上 栄壮（いのうえ えいそう）／琵琶湖環境科学研究センター 

専門研究員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．総合コーディネーター・グラフィックファシリテーター＆実行委員会 

（総合コーディネーター） 

 

 

八木 宏晃（やぎ ひろあき）／静岡県 危機管理部 危機対策課 対策 

班長・しぞ～か防災かるた委員会 副会長 
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（グラフィックファシリテーター） 

 

 

あるがゆう 

 

 

 

 

 

 

 

 安田 希亜良（やすだ きあら）／滋賀県立大学大学院 環境科学研究科 環

境計画学専攻 修士１年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

清水 麻依（しみず まい）/滋賀県立大学大学院 環境科学研究科 環境計

画学専攻 修士１年生 

 

 

 

 

 

 

 

（ホワイトボードファシリテーター） 

 

辻 光浩（つじ みつひろ）／「奥村堤」の会 広報部長 
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（実行委員会） 

 

 

 

 

 

 

 

北井  香（きたい かおり）／NPO 法人まちづくりスポット大津 

コーディネーター 

 

委員長代理 瀧 健太郎(たき けんたろう)／滋賀県立大学 教授 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実行委員会(流域治水検討委員会(住民会議)) 

      治 基本方針 策定に けた「 害  命 守       民宣言」 提言した、

  治 検討委員 （住民 議） 中  、「住民が次 年 活動す  に元気が出 よ  場  

  ろ 」と 議 があ 2009年に発足。 

委員長 
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９．参加団体活動概要 

A-1 玉一アクアリウム 

活動のキーワード 

①明石川と共に生きる  ②生物多様性保全活動  ③オリジナル図鑑作り 

発表内容 

私たち玉一アクアリウムは、１年を通して週に１～２回明石川水系の生物多様性保全活動とし

てモニタリング調査と外来種の駆除、在来種の保護活動をしています。 

１年間の活動記録を夏休みに集まってまとめたものが「明石川オリジナル図鑑」です。自分た

ちで写真を撮り自分たちで絵を描き、文章も自分たちで考えた本屋さんには売っていない明石川

のことが詳しく知れる図鑑です。神戸市自然環境課が製本してくださいました。神戸市の HPで

も「明石川生物図鑑」と検索していただければ見られるのでぜひ見てください。 

活動中の川や水辺の名称 

二級河川 明石川水系 

活動内容 

明石川水系の生物多様性保全活動 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よいとこ探しキーワード メモ！ 
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A-2  滋賀県立大学 水利環境論 

活動のキーワード 

①流域を知ろう     ②遊んで、感じて、学ぼう     ③滋賀県立大学 大学院生 

発表内容 

姉川とその周辺地域の自然・歴史・文化を遊びながら学べる”姉川流域すごろく”を作成しま

した。水の通り道はひとつじゃない！？山に降った雨は、姉川を流れ、ときには水路や田んぼ、

隣の川に入り琵琶湖まで流れていきます。そんな水の流れを感じながら、遊んでみませんか。

『水』になって『琵琶湖』を目指そう‼特に、姉川流域にある水利施設を中心に、施設の目的、

施設がある歴史的・地理的背景まで学べます。さまざまなテーマを専攻する県大の院生たちが、

自分たちの強みを生かした出来となっております。生き物好きや川好きが作った、少々マニアッ

クな誰もが遊べるすごろくです。 

 

活動中の川や水辺の名称 

姉川・米川・天野川・琵琶湖 

活動内容 

すごろくの作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よいとこ探しキーワード メモ！ 
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A-3  未来生物学研究所 

活動のキーワード 

① ハリヨ      ② 種の保存     ③ 学びの場の提供 

発表内容 

滋賀県には固有の生き物が多く生息しており、ハリヨは環境省レッドリストランクの絶滅危惧

ⅠA類に指定されている貴重な淡水魚です。過去の調査から、滋賀県内の河川には地域ごとに種

が保存されていることが分かっています。しかし、ある河川において他県由来のイトヨの放流に

より、交雑種の侵入およびハリヨとの遺伝子交雑が懸念されています。また、河川の開発事業な

どにおいて生物の住処が失われつつあります。このことから地域固有の生物に対して様々な問題

があります。そこで、私たちはハリヨを含む生物を守るため、他団体や地域住民と共に様々な調

査・研究・保護活動や理系人材の育成に取り組んでいます。 

活動中の川や水辺の名称 

彦根・米原・長浜 の河川 （貴重生物がいるため詳細は控えさせていただきます。） 

活動内容 

環境保全活動を介した生物の種の保存と理系人材の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よいとこ探しキーワード メモ！ 
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A-4  小さな自然再生ネットワーク 

活動のキーワード 

①.自然からの恩恵     ②.川あるき     ③.親水と親睦 

発表内容 

大宝小学校の校舎と校庭の間を流れる中の井川にホタルが生息しています。ホタルの生息エリ

アを広げるため、毎月第 3日曜日に「川をあるき」をしています。 

川をあるき中の井川に小魚が増えたり、ブラックバスが生息していたり、子供たちが釣りに熱

中していたりと多くの発見があります。 

また江戸時代の朝鮮通信使の日誌に綣村のホタルが登場するなど、ホタルに縁の深い場所であ

ることを再発見しました 

活動中の川や水辺の名称 

中の井川 

活動内容 

・毎月第 3日曜日に「川をあるき」を行い、水辺の生物を観察する  

・中の井川にまつわる情報を調査・研究する。 

・周辺の人々と川を中心とした交流を深める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よいとこ探しキーワード メモ！ 



23 
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A-5  びわ湖豊穣の郷 

活動のキーワード 

①生き物のすみかを守る   ②リサイクルを呼び掛ける   ③一緒に活動する仲間を増やす 

発表内容 

目田レンジャーは、豊穣の郷のおじさんやおばさんが長年に渡って清掃活動をして守ってきて

くれた目田川を僕たちも守っていこうと、子どもたち中心で活動を始めました。 

川や琵琶湖の生き物たちを守るために、清掃活動をしたり、リサイクルを呼び掛けたり、一緒

に活動してくれる仲間を増やしています。 

今日はそんな僕たちの活動をきいてください！  

活動中の川や水辺の名称 

 目田川  守山市守山町付近 

活動内容 

河川清掃、生き物調査、ホタルの幼虫放流 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よいとこ探しキーワード メモ！ 
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B-1  せせらぎの郷須原 

活動のキーワード 

①魚のゆりかご水田     ②多様な主体との連携     ③琵琶湖システム 

発表内容 

生物多様性に配慮した琵琶湖と共生する米づくり「魚のゆりかご水田」を柱に、多様な主体と

連携した 6次産業や環境教育の取組など、琵琶湖システムとして世界農業遺産にも認定された

「せせらぎの郷 須原」の地域づくりについて発表。  

○魚のゆりかご水田プロジェクトの実践 琵琶湖と生きものとがつながる農村の原風景を取り

戻す活動を展開。（生き物観察会など）  

○環境教育の実施 近隣の小学校への出前授業や現地での田植えや収獲体験など。県内だけで

なく下流地域の大学生とも連携した無農薬農業の実施。  

○国際貢献 海外からの研究機関や大学生に対する意見交換など。 

活動中の川や水辺の名称 

琵琶湖、野洲市須原地域の水田 

活動内容 

生物多様性に配慮した琵琶湖と共生する米づくり「魚のゆりかご水田」を柱に、多様な主体と

連携した 6次産業や環境教育の取組など、琵琶湖システムとして世界農業遺産にも認定された

「せせらぎの郷 須原」の地域づくり。 ○魚のゆりかご水田プロジェクトの実践 琵琶湖とつな

がる生き物に配慮した水田での活動。オーナー水田の取組など。 ○環境教育の実施 近隣の小学

校への出前授業や現地での田植えや収獲体験など。県内だけでなく下流地域の大学生とも連携し

た無農薬農業の実施など。 ○琵琶湖システムの発信 琵琶湖システムの取組として魚のゆりかご

水田の魅力を感じてもらうためのツアーの受入。 ○6次産業化の取組 日本酒づくり、大麦スト

ローづくりなど。 ○国際貢献 海外からの研究機関や大学生に対する意見交換など。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よいとこ探しキーワード メモ！ 
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B-2  NPO 法人国際ボランティア学生協会(IVUSA) 

活動のキーワード 

①高島市     ②子どもの環境体験     ③研究者になろうツアー 

発表内容 

私たち IVUSAは、子ども達が琵琶湖の環境問題を学び、考える機会を提供したいという想いか

ら、2022年より「びわ湖の研究者になろうツアー」を企画・開催してきました。 今回は、今年

8月に第 3弾として開催した「水源の森探検隊 in高島」について紹介します。高島市の森林公園

くつきの森と針江生水の郷を巡り、森林と川、湧き水の繋がりを体験、実験し、子ども達に｢理

想の里山｣について考え発表してもらいました。子ども達の好奇心や探求心を刺激する IVUSAな

らではのツアーを紹介します。 

活動中の川や水辺の名称 

琵琶湖 高島市 

活動内容 

子どもの環境体験学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よいとこ探しキーワード メモ！ 
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B-3  日野川流域まもり隊 

活動のキーワード 

①ごみ拾い     ②日野川     ③川辺での地域交流の促進  

発表内容 

かつていかだ遊びをするなど地域と共にあった日野川の岸辺が今では不法投棄の温床とな

り、地域との関係が希薄となっています。川をきれいにし、地域の交流を作りたいという思い

で、月 1回ごみ拾いの日を決めて日野川沿いの清掃業務を４年間続けてきました。続ける中で

活動に参加してくださる方が増えたり、別団体の方が協力してくださったりして少しずつ活動

の輪が広がり、ごみも減ってきました。継続してきた活動や、それによる変化について紹介し

ます。 

   

活動中の川や水辺の名称  

日野川 

活動内容 

不法投棄の温床となっている場所を月 1回ごみ拾いの日を決めて日野川沿いの清掃業務を４年間

続けています。  一人から十数名に協力者が拡大できていること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よいとこ探しキーワード メモ！ 
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B-4  海をつくる会 

活動のキーワード 

①湖底清掃      ②ダイバー     ③湖底ゴミデータ採集 

発表内容 

ダイバーを中心に、湖底及び湖岸の清掃をしています。 また、清掃で得られたゴミデータを

県へ提供しています。 湖底という、普段は見えない場所、簡単に行けない場所を清掃し、その

現状を、県民の皆さん伝え、一人一人が自分事と考えるよう色々な企画や、発表の場への積極

的な参加をしています。 

活動中の川や水辺の名称  

琵琶湖 全域 

活動内容 

発表内容と同じ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よいとこ探しキーワード メモ！ 
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B-5  京都産業大学鈴木ゼミ 

活動のキーワード 

① 三条大橋     ② 歴史文化     ③ 魅力発信 

発表内容 

京都市の鴨川には、天正 18（1590）年に豊臣秀吉の命により架橋された 400年の歴史を持つ

三条大橋が架かります。「東海道五十三次」の西の起点になるなど歴史的価値が高く、石柱の

橋脚や擬宝珠、高欄など当時の形状を引き継いでいるのは、鴨川に架かる橋では三条大橋だけ

となります。 

木製高欄の更新から 40年以上経過し、老朽化の進行を受け、京都市はふるさと納税などによ

る寄付を募り、5億 800万円をかけた補修・修景事業に取り組んでいます。 

鈴木ゼミでは、2019年から三条大橋の魅力発信をテーマに活動しています。三条大橋という

テーマは同じでも、毎年（学年ごとに）活動内容は異なります。4年間を通し、私たちが行って

きた取り組みを紹介します。 

活動中の川や水辺の名称  

一級河川 鴨川 （淀川水系） 

活動内容 

三条大橋の魅力発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よいとこ探しキーワード メモ！ 
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B-6  結いの里・椋川 

活動のキーワード 

①自然     ②暮らしの文化     ③地域づくり 

発表内容 

椋川は、小浜市に流れる北川の源流部に位置しています。ここでは数十年前までサクラマス

が遡上していました。下流の熊川地域などと連携しながら、サクラマスが再び遡上できるよう

にして、いつかは美味しいイクラ丼を食べてみたい、と妄想を膨らませています。 

活動中の川や水辺の名称  

北川 

活動内容 

椋川地域の自然を気に入っている人たちや椋川、熊川の有志の人たち、そして水産学や河川工学

の大学の研究者の方たちと川の生き物調査を始めたところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よいとこ探しキーワード メモ！ 
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C-1 瀬田川リバプレ隊 

活動のキーワード 

①地域の環境整備     ②交流     ③世代をつなぐ 

発表内容 

身近な河川の、草刈り・清掃活動を続けており、地域の方も一緒に参加いただいてます。近く

の保育園の子どもたちが参加してくれる時もあります。小さな活動ですが地域の目に触れること

により住民自らの、より快適な住環境となるための行動につながればいいなと考えています。県

主催のびわこルールキッズの取り組みや他団体が実施される外来魚釣りのお手伝い、全国一斉水

環境調査に参加しています。 

活動中の川や水辺の名称 

高橋川（毎月 １０日）、西の湖（毎月 ２５日） 

活動内容  

草刈り、清掃。外来魚釣り。水質調査。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よいとこ探しキーワード メモ！ 
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C-2 長浜まちなか地域づくり連合会 

活動のキーワード 

①川歩き・川遊び     ②水生生物調査     ③自然・文化資源の保全 

発表内容 

市街地にもかかわらず豊かな水環境や、450年の歴史で培われた文化資源に恵まれる”キセキ

の川”の米川。しかし、生活様式の変容で、米川は、地域住民の暮らしから隔たり、背中を向け

られるように。こんななか、市民が親しみ、憩える水辺空間を取り戻そうと、夏原グラントなど

の支援を受けて、地域住民が主人公となって、地域内外を問わず、“やりたい人””できる人”

を仲間として取り組む。子どもたちが楽しむ川歩き・川遊び、学生・団体自らが体験する米川ま

つり、河川景観の再発見、冬の川面の灯り、バーブ工体験、ホタルの再生支援などに取り組む。

背伸びせず、楽しむ中で、地域の顔、誇りづくりへと一歩一歩。 

活動中の川や水辺の名称 

一級河川米川 、長浜市市街地 

活動内容 

１・川への関心を高めよう  

２・川で遊ぼう  

３・大学生、高校生など、地域内外の仲間と楽しもう  

４・川を美しく、再生しよう  

５・川の環境や生き物をもっと知ろう  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よいとこ探しキーワード メモ！ 
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C-3 山内エコクラブ 

活動のキーワード 

①生き物観察会     ②プランクトン     ③みんなの命をまもる 

発表内容 

野洲川エコスクールは 3年目になります。野洲川に注ぐ田村川、本流の野洲川で月に 1度観察

会をしています。今年も黒滝、黒川、徳原、湖南市と 4か所の川に行きました。また今年は、プ

ランクトン観察をし、いつも観察会をしている野洲川上流と、瀬田の洗堰付近の水の比較をしま

した。顕微鏡で見るいろいろなプランクトンを見るのはかわいくて感動でした。 

小さなプランクトンに私たちの命が支えられていることを学びました。 

100年後の野洲川、琵琶湖を守るために、自分たちに何ができるか、まとめて発表します。 

また、番外編では信楽多羅尾水害 100年目の語り部さんの講演会にも参加し、水害の恐ろし

さ、日頃からの防災の大切さも学びました。 

活動中の川や水辺の名称 

野洲川 、琵琶湖 

活動内容 

生き物観察会、プランクトン観察  

よいとこ探しキーワード メモ！ 
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C-4 神山つなぐ公社 

活動のキーワード 

①「行こう、鮎喰川！」     ②先達     ③多世代 

発表内容 

徳島県の山間にある小さな町、神山町。このまちで取り組んでいる地方創生「まちを将来世代

につなぐプロジェクエト（通称つなプロ）」の施策のひとつ「地域の先達に学ぶ防災教育を兼ね

た自然体験の促進」で取り組んでいる活動について、発表します。私たちは、まちに暮らす先達

（川と山の達人）から昔の遊びや暮らしを教わりながら、川遊びの文化や暮らしを将来世代につ

ないでいけるよう取り組んでいます。今回は、この活動から派生して生まれている新たな展開に

ついても発表します。神先さん考案の「川すごろく」は〈川の今・昔〉〈その川の生き物〉〈川

の課題〉などなど、どの世代も一緒につくり・遊べる「すごろく」です。 

活動中の川や水辺の名称 

一級河川 鮎喰川 （吉野川水系） 

活動内容 

「行こう、鮎喰川！」 多世代交流と暮らしの伝承・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

私たちの活動は、神山町で取り組んでいる地方創生のプロジェクト「まちを将来世代につなぐプ

ロジェクト」として取り組んでいる活動です。中山間地である神山町は、町全体が鮎喰川流域と

して存在しており、山と川（やがては海へ）のつながりを感じながら暮らしてきたこれまでの神

山での暮らしを大切に将来世代にもつないでいこう！と、活動を行う際には、山の活動でも川の

活動でも「行こう、鮎喰川！」と称して、神山に暮らす地域住民の皆さんと一緒に取り組んでい

くことを大切にしながら活動しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よいとこ探しキーワード メモ！ 
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C-5 滋賀県公園魅力向上推進室・南湖東岸ゆうゆうパートナーズ 

活動のキーワード 

①湖岸緑地     ②マナー改善の取組     ③社会実験   

発表内容 

琵琶湖岸の公園である湖岸緑地では、いつでも誰でも琵琶湖の魅力を満喫することができま

す。近年は、アウトドアブームとコロナ禍の影響もあり、手軽にバーベキューやキャンプを楽し

む利用者が多く訪れるようになっています。特に南湖東岸の湖岸緑地では、行楽シーズンの土日

や休日には大変混雑し、マナーの良くない行為が目立つようになっています。 

管理を受け持つ県（公園魅力向上推進室）と指定管理者（南湖東岸ゆうゆうパートナーズ）

は、みんなの美しい琵琶湖岸の公園を保つため、日々管理に取り組んでいますが、今回は、利用

者のマナー改善に向けて力を入れている取組について発表します。 

特に今年春の大型連休には、志那２駐車場を有料予約制にする社会実験をしました。取組の PR

を通じて、湖岸緑地の現状を知っていただくとともに、価値や魅力を再認識していただきたいと

考えています。 

活動中の川や水辺の名称 

湖岸緑地南湖東岸 エリア 

活動内容 

琵琶湖岸の公園管理  

よいとこ探しキーワード メモ！ 
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10．現地会場 フロア全体図 （ピエリホール ピエリ守山２階） 

全体形（開閉会、全体発表、全体討論時等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３テーブル形（テーブル選考時） 

全体会場   

テーブル C 選考会場   

テーブル A 選考会場   

テーブル B 選考会場   
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（前方） 

（後方） 


